
　平成１０年度　業務実績

●阪神・淡路大震災教訓集 ........................................................................... 国土庁／（財）都市防災研究所

本調査は、阪神・淡路大震災における、初動、緊急・応急復旧から本格的な復興に至る資料の収集・分
析を行い、各分野における課題を幅広く検討し、今後の防災対策検討の推進に役立つような情報・教訓
をまとめることを目的としている。

●安心できる避難場所等の確保のあり方 ............................................... 消防庁／（財）地域活性化センター

本調査の目的は、大規模災害時の避難生活の安定確保に関する基礎資料を作成することである。住民
の自力対応が不可欠である発災直後の72時間を中心に、阪神・淡路大震災における避難所の事例を収集、
整理し、「管理運営」「情報」「救護」「居住環境」「食料物資」に関する実態と課題について検討した。

●ボランティアの受入・支援に関する検討...................................................................................... 東京都

災害時のボランティア活動がより効果的に行われるためには、行政による積極的な支援等が不可欠で
ある。本調査では、行政と市民ボランティアとの協働という視点から、行政のボランティア対応（受入・
支援）のあり方の検討、職員対象の講習会の企画・実施、テキストの作成等を行った。

●東海地震津波避難対象地区設定の調査 ................................................................................静岡県相良町

静岡県相良町は駿河湾に面し、東海地震が発生した場合、最大で７ｍを越える津波の襲来が予想され
ている。本調査では、これまでの東海地震の警戒宣言発生時の避難対象地区を再度詳細に検討し、津波
シミュレーションの誤差等も考慮した避難の考え方を示した。

●「静岡県原子力防災広報対策の手引き」作成............................................................................... 静岡県

原子力発電施設に関わる過去のトラブル事例や自然災害等の事例から、住民広報の問題点を分析し、そ
の教訓を抽出した。これを通じて、原子力発電所の緊急時に備え、地元自治体が備えるべき住民広報の
原則（留意点）について示すとともに、具体的な広報文例について作成した。

●雲仙・普賢岳砂防指定地の利活用に関する住民参加の検討 .............（財）砂防フロンティア整備推進機構

雲仙・普賢岳噴火災害の被災地では、現在、導流堤や砂防ダムなどの建設が広い範囲にわたって進め
られている。このエリアを、平常時いかに利用、活用するか等について、地域住民とともに検討し、具
体的な整備案づくり等を行うとともに、住民参加における課題等を抽出、整理した。

●岩手山火山防災対策調査 ........................................................................................ 建設省東北地方建設局

岩手山の火山活動に伴って作成されたハザードマップ等の成果を踏まえ、火山防災対策の中でも、と
くに緊急対策について、行政機関、防災関係機関が構築すべき対策の指針を策定したものである。異常
期または噴火時の避難、情報の収集伝達、本部体制、救出・捜索、医療など約40項目にわたっている。

●地すべりマニュアル作成 ................................................................................................................... A社

地すべり危険地区における、注意・警戒段階、避難行動期、警戒区域設定の各局面において、行政機
関及び防災関係機関の情報連絡体制や住民への広報のしかた、その他必要とされる活動計画について、実
戦的なマニュアルとしてとりまとめた。

●防災市民組織リーダー活動マニュアル作成 .........................................................................東京都葛飾区

防災市民組織のリーダーを対象に平常時の活動を中心した「災害予防活動マニュアル」を作成した。主
な内容は「まちを知る」「人を知る」「ネットワークづくり」「計画を作る」「訓練・イベントを実施する」
である。（A4版　32ページ）



●地域防災ネットワーク推進事業 ..............................................................................................東京都港区

地域防災ネットワークの核である「地域防災協議会」は、地域内（小学校区が基本）の防災住民組織、
小中学校PTA、事業所等が、各々の実情に合わせて自主的に運営、活動する防災ネットワークである。
本調査では、一昨年、昨年に引き続き、複数の協議会の結成及び活動に対する総合的な支援を行った。

●地区防災会議活動計画策定 .....................................................................................................東京都北区

自主防災組織の連合体である地区防災会議を母体に、区、警察、消防署、消防団、学校、民生委員な
どの人たちも参加し、情報の収集伝達や自主防災組織同士の連携、避難所運営などを示した計画書の策
定、災害弱者などの実態についてのｱﾝｹｰﾄ調査、震災総合訓練、ﾆｭｰｽづくりなどを実施した。

●ホテル防災・指導業務............................................................................................ ホテル・ニューアカオ

防災計画の作成、および定期防災訓練に対する指導、施設内の点検、社員への防災教育等を実施した。
また、震災対策の計画策定の一環として、阪神・淡路大震災で被災した神戸に赴き、関係者からホテル
の復興計画に関するヒアリングを実施した。

●緊急時におけるヒューマンファクターの研究................（財）原子力発電技術機構／（財）労働科学研究所

当事者の状況認識（Situation Awareness：SA）の観点から、文献調査およびヒアリング調査を通じて、
緊急時の人間行動に関する検討を実施した。その結果として、個人の緊急度を変動させるSAの要因を
抽出し、今後の緊急時対策等の課題について整理した。

●ヒューマンエラー分析マニュアルの作成.......................................................................................... B社

工場内における不具合事例について、バリエーションツリー法（VT法）等を用いて、分析を実施した。
これらを通じて、作業者本人がヒューマンファクターの観点から事例分析を実施するためのマニュアル
を作成した。

●無事故企業調査研究　～安全文化の醸成に関する研究～................................................................. C社

他の組織と比較して事故が少ない企業（無事故企業）に着目し、「なぜ事故が少ないのか」「安全な組
織風土を定着させるために有効な取り組みは何か」等について、文献調査・ヒアリング調査を実施した。
これを通じ、無事故企業の安全の秘訣について整理し、現場配布用の小冊子を作成した。

●熟練消防団員の安全行動意識に関わるヒアリング調査 ...................... 消防団員等公務災害補償等共済基金

熟練消防団員および、事故・ヒヤリハット体験団員を中心に、「過去に経験した事故・ヒヤリハット体
験の内容」「災害現場における安全行動ノウハウ」「安全行動ノウハウの伝承方法」に関するヒアリング
調査を実施、それらのノウハウについて分析・整理した。

●災害対策ナビゲーションシステムの共同開発................................................................................... D社

災対本部や各部署での円滑な対応に必要な活動項目・留意点をわかりやすく示し、関係資料も電子化
して、必要な事項を即座に表示することができるシステムを構築した。日常業務に利用でき、オンライ
ンでの利用も可能であることから、訓練等も参加者が集まることなく、各自が机上で容易に行える。

●防災センター啓発空間のあり方に関する検討................................................................................... E社

防災センター啓発空間（防災教育施設）は、市民への防災教育の場として注目を集めている。本調査
では、防災センター全体の位置づけや機能（災害時・平常時）を体系的に整理するとともに、啓発空間
における現状の課題の抽出・整理、今後の方向性に関する検討、具体的なコンサルティング等を行った。



●講演会・研修会等　講師

98/5 新しい防災コミュニティづくりをめざして　............................................. 兵庫県西宮市婦人防火クラブ

98/5 災害時の避難生活　 ...............................................................................................富山県新湊市消防本部

98/5 土曜防災学校「どうなる被災生活」　 ......................................................................................東京都北区

98/6 阪神・淡路大震災に見る避難生活............................................................................. 兵庫県朝来消防本部

98/7 阪神・淡路大震災から何を学ぶか～避難所のありかた～　 .............................. 東京都葛飾区教育委員会

98/7 第９回ﾋｭｰﾏﾝﾏｼﾝｼｽﾃﾑ研究夏期ｾﾐﾅｰ　緊急時の人間行動　.................................................日本原子力学会

98/7 事故事例に基づいた個人ｴﾗｰおよびﾁｰﾑｴﾗｰの現状と問題点　 ..............電気学会生産設備管理技術委員会

98/7 避難所生活について　............................................................................. 東京都中野区鷺宮地域センター

98/9 新しいコミュニティづくりを目指して　 .................................................................. 広島県広島市消防局

98/9 事故事例に基づいた組織ｴﾗｰおよびｾｲﾌﾃｨｶﾙﾁｬｰの現状と問題点　 .......電気学会生産設備管理技術委員会

98/9 災害報道への提言～今後の災害を想定して～　 ......................................................................... 毎日放送

98/9 災害発生時の対応　 ........................................................................................山形市南沼原地区防犯協会

98/10 大災害ー私が私を守るとき　 ...............................................................................................NTT茨城支店

98/10 事故事例に基づいたヒューマンエラーについて　...............................通商産業省製品評価技術センター

98/11 災害報道のあり方　 ........................................................................................................................... NHK

98/11 災害に対する市民の備え　..............................................................................三重県紀北危険物安全協会

98/11 阪神・淡路大震災に学ぶ避難所生活　...................................................................秋田県婦人防火クラブ

98/11 関西電力（株）大飯発電所　品質管理月間講演会「緊急時の人間行動」　....大飯発電所品質管理協議会

98/12 土曜防災学校「いざという時の人間行動　～パニック行動学～」　........................................東京都北区

99/1 防災講演会　 ........................................................................................................................ 東京都大田区

99/1 災害に強い街づくり　.......................................................................................................... 愛知県岩倉市

99/1 危機管理の課題　 ...................................................................................................全国建設研修センター

99/1 土曜防災学校「今、みんなの防災意識は？」　 ........................................................................東京都北区

99/1 板橋区区民防災大学合同修了式講演会　 ............................................................................. 東京都板橋区

99/2 避難所生活について　.......................................................................................................... 東京都葛飾区

99/2 危機管理の課題　 .......................................................................................................... 市町村アカデミー

99/2 阪神淡路大震災に学ぶ地震被害の特徴・事業所の地震防災を考えよう　......... 静岡県北遠行政センター

99/2 避難所生活について　.......................................................................................................... 東京都足立区

99/2 学校防災の役割と課題　 ............................................................................. 埼玉県大宮市防災教育協議会

99/2 避難所も含めた地域防災活動の今後のあり方　 ....................... 東京都大田区蒲田西地区防災対策委員会

99/3 危機管理の課題（事例からの教訓）　 ....................................................................建設省中部地方建設局

99/3 化学事故とヒューマンファクター　 ........................................................... 神奈川県産業技術総合研究所

99/3 避難所生活あれこれ　..........................................................................東京都中野区上鷺宮地域センター

99/3 これからの市民防災活動について　 ............................................................................................... 兵庫県

99/3 災害時ボランティア講習会　 ........................................................................................ 東京都生活文化局

　平成１０年度　その他実績



●研修会・ワークショップ等の企画・実施

98/9 自主防災組織リーダー研修会「災害時のイメージトレーニング」..................静岡県西部県行政センター

参加者約50人を地域特性別のグループに分け、地震発生～10日間を具体的にイメージしてもらい、「どのよ

うな事態が起きるか」「いかに活動をすべきか」「どうすれば理想的な活動が行えるか」等について話し合いな

がら、日頃の活動や自主防災組織のあり方等を検証してもらった。

98/10 大田区職員研修..................................................................................................................... 東京都大田区

今年度で3年目をむかえる研修である。区の職員120名を班分けし、防災という視点から町を見直すことを

ねらいとした研修を実施した。内容は、初日が講義と町歩き（タウンウオッチング）、2日目が町歩きの内容

の検討とその成果発表である。

99/3 新宿区親子防災教室「家族・防災シミュレーション」......................................................... 東京都新宿区

昨年度に続く、第二回目の親子向け防災研修。小学生とその親等を対象として、昼間に家族がバラバラな場

合、怪我をしてしまった場合、火災が発生した場合など、幾つかの状況を想定して、地震発生時に家族それぞ

れがどのような行動をとるべきかをシミュレーションしてもらった。

99/3 埼玉県市町村職員研修................................................................................................... 埼玉県消防防災課

市町村の防災担当職員を対象に、自主防災組織リーダーに対しイメージトレーニング研修を行う方法などに

ついて研修を行った。職員には、本人が自主防災組織リーダーになったと仮定して、避難所の使い方やルール

づくりを実際に体験してもらった。

●パネリスト・委員等

98/6 覚えていますか　あの時を　～宮城県沖地震から20年～ ....... 建設省東北地方建設局・宮城県・仙台市

98/7 防災フェア’98　自主防のつどい ...........................................................................................東京都北区

98/10 1998　防災シンポジウム　三陸の津波災害に備える ................................................... 宮城県・気仙沼市

98/10 東京都防災ポスターコンクール ...................................................................................................... 東京都

98/11 岩手山火山防災フォーラム.............................................................................................................. 建設省

98/12 安全工学研究会ｵｰｶﾞﾅｲｽﾞﾄﾞｾｯｼｮﾝ「ﾘｽｸが受容されるとはどういうことか」........................... 安全工学協会

99/1 第３回地域防災民間緊急医療ネットワーク・フォーラム............. 全日本病院協会・日本医師会・AMDA

●学会発表等

・社会科学的視点からみた原子力防災の課題と今後の方向，八木ら，地域安全学会，1998

・住民の防災意識の構造に関する研究 　─その２　居住環境評価を含む因果モデル─，若林ら，日本建築学会大

会，1998

・グラフィカルモデリングを用いた防災意識調査データの解析，若林ら，日本科学技術連盟第22回多変量解析シ

ンポジウム，1999

●災害調査等

・平成10年8月末豪雨による災害

（茨城県水戸市，栃木県那須町，栃木県黒磯市，福島県白河市，福島県西郷村）

・平成10年9月23日～25日大雨　（高知県高知市）


